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一進水時船鯉鷹力の同時測定について一一

抵抗線歪計

高　　木 昇・尾上守夫・増　田 聖
’

安　藤　良　夫 ● 飯　田　國　廣

　船謹の多鍛勲の動的歪を同時に記録する抵抗線歪

計を試作したが，これは般舶ばかりでなく飛行機，

自動竃，機械などの動的照力の測定にも感用でき

る．

槽＼

　1．1ま　　し　が　　き

　こXには多藪の測定黙に貼付しteza抗線歪計の出力を

た野一組の増幅器，記録器で共通に増幅，記録する．eと

によつて，各鷺毎に増幅器その他を準備するわずらわし

さを除いた計測装置と，それによる進水時の船膿慮力測

定例が示してある．

　これはかねて生研第2部安藤研究室においてこの種の

，測定器の要望があつteのが，たまナどまその参加してげる

委員會（1）において進水時船腱懸力計測用装置の整備を

することになつだのを機會として，生研第3部の協力の

下に實現しteものである。第3部がその電氣的設計の依

頼を受けたのは昨年10月末であつたが，部内で協議の

結果高木研究室がこれを婚當することになり，ほ2月初

旬にはその第一次試作品をもつて現場試験を行うことが

できた．それ以來後述のように藪回の現場試瞼を重ねて

ほX“實用に供し得る段階に達したものである．

　この研究は正式の依託研究ではないが，装置の試作お

よび現場試験は造船協會の事業としてなされたものであ

つて，生研と外部との協力を示す一つの範例であるし，

また生研内の各專門分野間の蓮携を紹介するのに庵適し

ていると思われるので本號に牧録したものである．

　なお抵抗線歪計のb’“　一一ジ自謹についてはすでに本誌上

にもくわしい解説がでているから，（2）これを参照してい

ただきたい。またこ増こ録した測定器は主として動的歪

の測定を封象とするものであるが，静的歪を零位法によ

つて精度よく測定する計器も，生研内の懸力關係の各研

究室から第3部への依親によつて，高木研究室で試作き

れていることを附記しておく．

2．問題のおこり

　・・一・・一口に恋力測定といつても船髄のように大きな構造物

では一黙や二黙の測定では意昧をなさない．問題の解決

に役立つような資料をうるtcめには少くとも藪十黙以上
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の測定が必要となる．．これらの測定顯は相互にかなりの

踵離を竜つのが普通であり，しか亀動的歪の測定には各

鮎の同時計測を行わなければならないから，どうしても

電氣的測定法によらざるを得なくなる．電氣的な歪計に

もいろいろな種類があるが，特性が良好なこと，信頼度

の高いこと，簡便，安便なこと等の瓢から抵抗線歪計が

採用された．これはその出力を記録するtcめには一一般に

壇幅器を必要とする．測定馳が多藪になると各融毎に増

幅器を設けるのは相當な負捲である．とくに進水時の計

測のように測定装置を進水の前後の短時間に積込み，積

卸さなければならぬ時は重量・容積の輕減は大きな要求

となる．まtc電源も逸水する船には何の設備もないから

外部から蓄電池とイソバーターを持ち込むので，装置の

電力潰費は最小限にとどめておかなければならないド

　以上のような理由によつて一組の増幅器，記録器でで

きるだけ多歎の馳を測定すること，すなわち装置の共用

化が望ましいわけである．そして進水時船髄慮力のよう

にその攣化速度が比較的緩匿なものならば，後述のよう

に簡箪な機械的スイッチにょる切換にょつてこの要望を

みたすことができるのである．

　以下においてまず装置の全髄の構成とその各部の説晦

をした後に鷹用例の紹介にうつることにしよう．

　3．装母の概略　　　　・

第・圖は測鍛置錨備噸であつて・そあ臨瞳

は第2圖に示す通りである．すなわちブリッジに印加ナ

ベき搬邊波を獲振器で獲振し，その電屋を緩衝壌幅器，

　　　　　　　　　　　　　6V6　　6SN7　　6SJ7
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電力壌幅器で塘幅した後に切換スイッチを纏てブリッジ

に加える．その出力は前置増幅器で十分増幅した後に位

相弁別器に邊iる．護振器出力の一部に側路されて移相器

を輕てこれ屯位相弁別器に邊られ，爾者を加えてブリッ

ジ出力の極性の弁別を行？ている．その出力をさらに電

力壇幅し，電磁オッシロで記録するわけである．ブリッ

ジ、はその出力端をnケ共通にして塘幅器入力tii接績レ芝　　ポ

切換スイ争チでその誌ずれかのブリッジに電屡を印加す

る．スイッチの切換周期を現象の攣化速度に比して十分

速くすれば各測定織のブリ獣ジ出力によつて振幅攣調を

うけた矩形波の系列が得られこれば一組の増幅器，記録

一器であつかうことがセきるわけである．この間の事情は

時分割通信の場合と全く同じである．　　　．　の

　　　　　　　　　　t≦6SN7　　　処6S凶7

6SJ7　　　．6SJ7

　　　　　　第2圖装置全髄の回路圖　』

　4．各部の論明　　　　　　、

　a．護振器

　獲振器としては簡軍なCR位相推移護振器を使用し，

獲振波形の歪牽を少くするように留意しte．位相推移回

路の翻は窄グ「・インにし磯姻灘切換の便をは

かつている・獲振周波歎は切替スイッチの切換速度，切

換瀦藪によつて下限がおさえられる．波形傳邊の黙から

は高い程よい焼鹸り高くなるとブ愛ッジの容量不李衡

の影響がいちじるしくなる．實験は“ P，000　c／sで行つた．

　b・切換スイツチ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　すでに述ぺたようにブリッジは從i來の配列と異なつて

出力側は全て共通にして前置壇幅器の入力に接績するよ

うにした．したがつて切換スイッチはブリッジの入力側

に入る『とにt4る・（3）從來嫡これと逆にブリッジの出力

側にスイッチをおいたために，μV級の電駆の開閉とな

り，雑昔などをひろいやすかつた．筆者等の方式ではtw　’

V級の開閉であるbでこの羅が非常に樂になりe’
Xイッ

チとレて簡輩な電話交換機用ライソ。スイッチ程度の竜

ので間に合うことになつた・（4）これはりV”の自己断績

回路によつて直流を印加するだけ“’C％回轄するのである

が，ζの闘績回路からの電磁誘導が相當大きいのと，回

韓速度が固定なのは實用上不便なので，・ミンク接融とワ

イパe・…のみ利用して回轄は外附の毛一タPによつて行う

ようにしナa．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　219

　C．切換スイッチの挿入位置　　　　　　　　　　　一

切換スイッチの挿入位置としては第3圖のように，い

ろいろの方式が考えられる．

（o）

　　　　　　　　　　　（f♪

　　　　　　　　　　　　　　‘c）

　　　　　　第3圖　切換スイッチの挿入位置

　　（a）は爾切で（b），（c）は片切である．片切の方が一

1箇のスイッチで測定鮎の蜘ま多くと’ 狽狽驍ｪ實現にはいろ

　V）ろの難瓢があるので今回め試作品は（a）を使い，將來

　（b）に移行する豫定である．（b）は攣成器が二箇いるの

　が敏瀦でとくに入力攣威器ほ蜥績矩形波塗傳邊するのk

　あるから周波歎特性に甥する要求が相當きびしく，まte

　外部から9諜wwxを＋分に抑えるため〃こ遮蔽その他の

魏轍響1言誰繍奉灘護
　るのでゲージまでの導線がひろう誘導雑晋を打清して二

　R側にあらわれないよづ酵ることカミでぎる．もちろん

　　（b）、は（c）のようにすれば攣成器は一箇でナむが，整

　合がとれないから好ましくない．結局（a）は爾切だが回

　路としては無難iなわけである．’

　　d・ブリッジの出力を共鑑にレたための影饗

　　こりため各ブリッジ相互間の相互干渉がないだろうか

　という疑問がおこるが，解析の結果は，5）誤差の最大は

　　　　　Ufl×餐×10q（％）’　（4．・1）

　以下である・こXにnはブリッジの箇籔，δR／Rは電塵

　が印加されてないブリッジのtr“　・一ジが呈している最大の

　抵抗攣化である・したがつてδR／Rが10L2以上という

　ような大きな攣化客するときを除いては問題にならな

　い・これは實験的に屯確められている．た却出力電塵は

　n箇並列にしたために，輩濁の場合と比較して1／nに低　L

　下する・『しかし壌幅器側からブリッジを見たインピーダ

　ソス屯同じく1加になるので，i整合攣成器による昇1墾は

　可能である・’また各ゾリッジに溝費される李均電力‘箪

　掲の場合の1／nになるから，ゲ”ジを過熱するおそれな゜
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肌熟：題塚囁揮嘉・・

～鰍ｵ

①進水時船尾浮揚直後の歌態で船盟には
　相當曲げ鷹力がかかつている．横演造船
　所で．

’

⑨永ft丸ブルワークエクスパンシ・ンジ
　ョイント附近Z）晦力測定．浦賀造船所で

③鮮雲丸船盟に貼つた歪ゲージ．右下に
　ぶら下げた軟鋼片にダミーが貼つてある

　周園のフゾクは貼ft，け用L

　，　触　亀跡”挿罵　　’畠
囁　　　r1　，　、了

：ig．，　t．・蕪　　瓢tt　、嚇

④レール絶縁目板r・アクティヴ・ゲージ

　を貼つたところ．小田急経堂附近で．

肖ギ攣野．磐…　W／・
　　　　　㌦暫 　　　　　　　　F”　　　／tttt

⑤④の計測記録の一例．ボギー車の車翰
　通過の際に最大感力が出ている状態がよ

　くわかる．

」

～

くブリッジの印加電堅をn倍にして，この利得の低下を

補償することもできる．

　δRtRが極度に大きい場合には第4聞のよう6こ隔離抵

抗Rsを各ブリッジに加えればよい．このときの誤差ぱ

（4．1〕式の代りに次式で興えられる．

　　　　ヱ舞1・、（δRR十R5）・…（％）・4・・）

Rsを大きくすれば誤差はいくらでも小さくてきる．出

力電昼は前と同じく1／nになるだけであるが，墳幅器側

から見たイソビPダソスは（R十Rs）加となつて前より

當然高くなる．しtcがつて前と同じ昇塵比をうるr：は整

合婆威器の設計が厄介になるわげである．

　　　　1P　　　　1　000闘避P5

O　o

斤～

！75

嘗鵬巾器入力

第4画　ブリッジの隔離法
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第4巷　第6號

　e・、前置増巾器

・2段の抵抗容量結合塘幅器で利得は約90db，周波籔

特性は1・000c／sを中心に葡或通過特性を巡つように

し・またハム雑音を輕減するために，50c／sにi封して

大wa－40　dbの利得低下を與えている・

　f・位相弁別器

　プリ・・Yジの印加電壌が直流の場合ならば卒衝黙を境と

して極性が逆韓するから歪の正負の到別は容易であるが

交流を印加する搬邊波方式では出力振幅のみに着目した

のではこの判別はできない．しかしこの場合でも出力電

塵の位相が季衝馳を境として逆韓するあで，これを何等

かの方法で槍出すれば極性の弁別ができるわけである．

これが位相弁別器で，昔から種々め国路方式があるが（6）

原理的には大した差はない．もっとも簡箪な方式は，ブ

リ・ジ出耀屡に簸器から側路弊基準羅をベハ
ル的に加算してその合成振幅に着目する方式である．亭

衝黙における位相の逆聴によつて加算が同相または逆相

に行われるから正負の勃鴉がつくわけである．この方式

では合威振幅をそのまXでもあるいは検波してからでも

寵録できる・た蝉F衝瀦でも出力が零にならない驕が注

意を要する．これをさけるにはたがいに逆相の基準電屡

を一組用意してブリッジ出力にそれぞれ加算し，そのお

のおのの合成毎幅を差動検波すればよい．この場合には

必ず強波する必要がある．

　いずれの場合でも基準電屡の大さはブリッジ出力より

ある程度大きくないと爾電屡が完全に逆相又は同相のと

き以外は非直線誤差を生じる．（7）第5圖は爾電屋の位

相差θを與えたときに誤差を所要の値以下におさえるt4

めには基準電屡の振幅を1としてブリッジ出力電屡に許

しうる最六値Amaxを計算しteものである．圖から明

かな通り差動楡波方式ではAmax＜e・3にとつておけば

拉相差の調整は行わなくと庵誤差は5％以下に保たれる

しかし翠穂に加算す為方式では位相差とともに誤差が急・

激にますから，位相差の調整は必要一clある．第2圖のよ

う移相器を使つて基準電膣の位相を攣え，一定のブリッ

ジ勘纒との餓振幅が制・になるよづに纏した場
会・位相差を大謹10°以下にすることができる．

2　5隔 ”％・一輩純乃［働r式〔剛目力嘆1の誤差
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第5置位相辮溺器の非直線誤差．

勿1

　なお位相弁劉器を使わないで，その代りにブリッジの

ZFajをあらかじあ既知量だけ崩しておけば輩純な加算方

式と同じような出力が得られ，しか庵位相差にk”る誤差

はなくなる．しかし初調整が厄介であり，また増幅器を

鞄和させやすいので本装置には採用しなかつた携簡便

を旨とするときは使用して便利であろう．

　9・記鋒方弐

　この装置では第2圖に示すように位相弁別器の出力は

槍波しないで，搬邊波のま堵己録する方式をとつた．し

たがつて位相弁別器は箪純な加算方式を探用している．

検波しないと弐のような利織がある。

　99－－vこ検波器の時定籔による誤差がなくなるので；搬

邊波の周波籔が低いときには有利である．第二に綴の’

電力増幅器に整合攣成器を使用できるから，出力攣換能

牽がよくなる．第三に外部からの誘導その他による雑音

は本装置のように高利得の増幅器を使用するものでは相

當厄介な問題であるが，槍波してなければオッシロあ記

録の上で鍛澱と鵜とが相當程度翻響できる．囎グ

ラビャの第4圖がそのよい例である．第四に船上で計測

を行うときは震動や衝撃が相當あるので装置全膿に十分

な防震釣策を講じないとオッシロの零織がずれたりする

惧れがあるが・これも楡波してなければ記録された振幅

の中心から容易に求まるわけである．しかし一方におい

て記録紙の幅全部を有効に使えないこと，伺組もの記録

、を同一記録紙上に記録することができないことなどの映

瓢はある．

顔電磁わ沖の代りに蜥式イソクライ擦（8）
を使用した装置も試作している．

　5．容塁不軍衝　　　　　　　　　　”　　　　’、　‘

　ゲージの鋤容量・導線間の漂遊容量等に起因する容

量不午衡は午衡殿附近で問題になる．これ等の容量の数

値的概念をあげるだめに，蜜測した一例をあげると，

　　ゲージ曜馳容量　　　　約10～15pF
　　シー）・ド線の心線と外被間の容量細20pF／m

　　普通により合せfctwの線問容量　約20　pF／m

程度のものである．

　第6圖のように

電屡Eを印加レ
たブリッジに抵抗

不卒衡δR，容量

不卒衡δCがある’

時の出力eは次式

で與えられる．

　　　　　　　　　　　　　第6圏
　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　S－t’〔肇一ノ（R・δx＋x・DR）〕（5．・）

　こ玉に　　X＝2πノC，f：周波歎

上式の第轡墳は測定すべき抵抗鍵化の項であり｝’第二贋．

IQ’
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は容量不卒衡による不ZF衡電屡をあらわす項であり，第

3項は並列容量の値自薩が大きいteめに生じる非直線誤

差の項である．この式から容量不ZF衡の許容量，導線の

許容最大長等を求めることができる．’

　　　　　　　　　　N　6．實船による船謹鷹力測定の沿董　　“

　　　”搬腿のように大きくかつ複雄な講造物になると多くの

・　問題を解明ずるためには模型實験では如何と電すること

　　　ができず，どうしても實船について實測をしなければな

、　　らない．船髄旛造の立場からみると，．振動の問題や極め

　　　て局部的なものは別として，亥の三種類に大別できる。

　　　　a・静的強度試駿　・これは船を入渠させるかまkは
　　魯
　　　静水中に浮べ，既知の曲げモe…メyトをかけて般農各部

　　　の慮力の實態をつかむ目的で行われる．古くはBllesの

　　　“Wolf”（9）の實験，米海軍が船渠内で行つte“Preston”，

　　　“Bruce”（10）の實験など，近くは同型の溶接船と鋲接般

　＼＼を比較した“Neverita”，（10）（12）“New　Combia”（13）の

　　　實瞼があり・我が國においτ亀海事協會が蓮輸技術研究

・　　所と協力して行つた近油丸（コ4）の實験がある．近油丸

　　　では抵抗線型静的歪計を用い1000瀦近くの恋力測定を

　　　試みた．

　　　　b．航好中における動的強度試駿　　これは波浪中に

　　　おいて主として船髄に加わる外力を計測する目的で行わ

　　　れ，水歴，波型，船腔め蓮動，加速度，擁み，懸力等非常に

　　　多くのものを計測する必要がある．古くはSchnadelの
　　　‘βSan　Ftancisco”（15）の實験，近くは“Ocean　Vulcan・，

　　　（16）（17）の實験がある．わが國においては昭和10年荒

　　　天の太李洋上セ特型騒逐艦二隻の船盤切断をはじめ多く

　　　の事故を起したいわゆる第四艦隊事件以來多大の關心が

　　　持たれてv．・るがヂまだこの種の大がかりな實験は行われ

　　　ていない．しかしこのために現在着々と準備が進められ

　　　ているので，こ玉藪年のうちには冬期北太干洋における

　　　強度試験が實施されることとお電う．

　　　　c．進水時における試験　　進水時には緩で述べるよ

　　　うにかなりの曲げモPメゾトがかかる．これによつて船

　　　髄の破壊までも論ずることは困難であるが，懸力の傳り

　　　方，懸力集中の程度などを知ることができる．前述の二

　　　つの試験が多大の経費と時間を要するのに反し，これは

　　　比較的簡軍に行うことができるのが利黙である．

　　　　進水は船睦の主要な溝造ができ上つた後に行われる．

　　　進水重量は特別大きなものでは職艦武藏の3萬藪千トソ

　　　という例もあるが，普通のデッド・ウェイト1萬トン級の

　　　貨物船で3，000トソ位である・進水途中船尾浮揚（Lift　by

　　　Stern）の時この重量は主として脂首抱豪（Fore　PoPPet）

　　　附近の反力と船尾部の浮力で麦えられるのでかなりの

　　　Sagging　momentがかかる．静的試験の場合はこの曲

　k　　げモe…メソトをうるために水や屑鐵等で荷重をかけるの

　　　でその手間と時間は大鍵であるが，進水の場合は麦綱切
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断からわずか歎十秒で船髄は完全に浮ぶので，その間に

全てのデータPがとれるがジ測定としては相當の難しざ

を俘つてくる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　7．測　定　例一　　　　　　　　　　　　　’

　進水時の慮力測定は第1表に示すようにこれまで4曄

行つた．はじめの3回は實用試験の意昧で行い好成績を

をさめたので，第4回目はブリッジデッキ以上の上部講

i造への磨力傳達状態と甲板室出入口附近の懸力集中度の

計測を試みた・（18）爲翼①～③参照されたい．

　第7圖はブリッジデッキ上に歪ゲージを貼つてテスト

を行つte時の磨力時間曲線である．一番下の曲線はヅイ

アルゲージでMむ技研式の機械的歪計（tr“・・一ジ長40tr　x

卑m）で大髄同じ傾向の曲線が得られている．多少懸力

に大小があるが，艦のような講造物では初期擁み，溶接

による残留懸力などがあるので一檬にはいかない・、
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第　7　圖

儲瞬主障船囲載簿到麟朋
日洋丸

熱海丸

永兼丸

祥雲丸

日産汽船

日本郵船

八馬汽船

岡田商船

鋼管鶴見
東重工横濱

浦　　　賀

東重工横濱

9，900kt

10，100

9，870

9，900

1951．12．12’

1951．12．25・

1952．　1．25

1952．　3．24一

　第8圖は12黙切換のオッシPt記録の1例である．

Referenceとレるした部分の幅より，幅が大きいものが

塵縮懸九小さい屯のが引張懸力をあらわす．切換周鶏

はこの場合約0．75秒である．

　船膣懸力以外の測定例としてはV一ルの絶縁纒目板が

．電車の通過蒔にうける懸力を測つk例がある．窟虞④

　　　　　　N

d
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⑥はその記録の一例である．この場合は現象の攣化速度

がいちじるしく速いので切換は行つていない．このとき

護振周波藪1，000c／sで100c／s位までの懸力攣化をと

らえることができる．電車の車輪が通過することに衝撃

酌な荷重がかtSLることがよくあらわれている．記録波形

が上下非鍬欝なのは出力がいちじるしく大きいので終段

の電力増幅器のバイアスを加減して上側の部分のみ眞室

管の特性の直線部分にのるようにしtckめである・

備噺剛鳳噸｝

　eferentM

l　’2e

　　　　　　　　　鷹
ロおむ　ほ

45…8㍗砺轡解2345
踊髄醐囎幽㈱剛網麗噌

8．む　す　び

第　8　圖

　進水時の鷹力を計測して造船學上の問題を解決しよケ

　　　　　　　　　　　　　　　　　1とする試みは，從來適當な計測装置がなかつたために見

るべきagのがなかつたが，こsに述べた装置はその研究

にあfeつて有力な武器となるであろう．船舶以外の講造

物の懸力測定にも使用して便利なことが多い．さらに抵

抗線歪計は若干の附闘品によつて容易に屡力計，振動計

加速度計，動力計等の目的に使用することが可能である

がらこの装置の鷹用面も今後ますます多彩になつていく

庵のと思われる．

　終りにこの研究の開始にあたつて御助言をVくte　X“いた

澤井教授，現場試験に御援助下さつた丹羽助教擾に感謝

するとともに，本研究に絶大な支持を與えられた逡船協

會の各委員あ方々に厚くお禮申上げる．　（27．4．5）
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　　　　底力測定技衛研究會　（S．M．R．C。）

　　　　　　　　　　　　　　り
　庶力測定の技術は最近10年間に外國で急速に進歩

し，廣い分野で盛に鷹用されているが，わが國でもこ

の方面の研究を促進させるために，生研の所員が主髄

となつて所内外によぴかけて各方面より，多くの研究

者が集り，昭和25年末より上記の研究會が嚢足した．

igと所員竹中二郎教授が委員長，池田健教授が幹事と

なり，毎月開かれる研究會には常に20～30人が出席
し，研究獲表と討論が活濃に行われ，鷹力測定技術の

向上に大いに寄與しでいる．今その研究登表の二，三

を拾つて略記してみる．

　電憲容量型歪計（池田所員，富田特研生）；抵抗線

歪計と共に最新の歪計として期待されている電ので，

温度，漏度の影響が少く，小型輕量，取付け容易で多

敷黙の測定に適した新しい歪ゲージと，感度精度の高

）噺しい歪指示装置を製作した．．この肇計を使用して

バス車髄，橋梁等の静的鷹力の測定を行い，ホい結果

を得た．　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　抵抗線歪計（大井所員）；米英では最も廣く使わ
れ，わが國でも早急な實用化が切望されて小るもの

で，歪ゲP…ジ及び測定回路の基本的な研究成果を藪次

に亘つて獲表した．　　邑

　旙梁の瞭力測定（岡本所員）；建設省・各縣と協同

して，橋梁の耐力の判定，強度・振動の實測を大魁か

Pに行い，機械的歪計・抵抗線歪計・容量型歪計或は
擁度計等の新しい計器を多敷使用している．

　プレス作業および薄板試瞼における歪測定（山田所

員）；油塵薄板試験機を試作し，歪の分布を測定し，

エリクゼン試験機と比較した．また薄板の歪測定用と

してのPhoto　grid法の實用化に努めた．

　索の研究（大和田所員）；’索の加工・疲劣・強度を

解明するため，撚索の曲戻し加工と不反嬢性について、

解析を行い，また曲げ剛性を振動法により測定した。．

　初期クリープの測庭（安井勇夫）；特に工夫した高・

感度の機械光學的歪計を使い，電氣容量型歪計を併用

して，銅の軍結晶の初期クリープの測定を實施した．

　振動鋼定（池田所員・森所員・富田研究生）；振動

数制禦が良くて低い振動数（5サイクルまで）で亀出

力の減少しない電子管式起振器と，多数貼の振幅・位

相の測定に適した電氣容量型振幅計とを試作して，大

型バス車農の振動試験を行つた．

　なお第1部以外にも各部の多くの所員が参加して活

濃な活動をしている・3部の高木研究室と2部の安藤
研究室とは抵抗線歪計による船舶の磨力測定に活躍し
ている．また同じ歪計を使つた鐵道軌條の綴日の慮力

測定が高木・池田・安藤所員により行われた．

　抵抗線歪計に封する要望は所内各部で非常に強く，

撒憂の静的および動的歪計を生研に備えることが決定

され，その装置の研究および製作を3部の高木研究室
が推當し，1部の池田・大井・森・富田もそめ整備に

協力し，近く完成する豫定である。
（
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